
▲治田小学校卒業式

　令和３年１月臨時会は、市長から提案され
た１議案（予算１件）、３月定例会は、議案３
５件（予算１９件、人事４件、条例１０件、そ
の他2件）と請願書について審議しました。

2021年2月1日発行りっとう議会だよりNo.197におき
まして、P2の10月臨時会の「市長、副市長の給与に関する条
例および教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条
件に関する条例」と「職員の給与に関する条例」の中で「支給
月額を０．５引き下げ」と記載しておりましたが正しくは「０．
０５」でした。お詫びして訂正します。

議 案

令和３年度　一般会計予算等
2

委員会報告

代 表 質 問

個 人 質 問

各常任委員会が議案を審査

各会派が施政方針等について聞きました

議員がそれぞれのテーマについて聞きました
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【1月臨時会】

令
和
３
年
度

一
般
会
計
予
算
の
あ
ら
ま
し

新年度の一般会計予算は、前年度当初予算に比較して、１０億７００万円増額の予算が組まれました。
（可決・別表）

歳　　入� （単位：千円）
市 税
譲 与 税・交 付 金 な ど
負 担 金・使 用 料 な ど
国・ 県 支 出 金
そ の 他
市 債

…
…
…
…
…
…

12,821,700
2,600,166
1,124,981
5,753,792
1,887,961
1,931,400

合  計… 26,120,000

歳　　出� （単位：千円）
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
予 備 費

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

183,928
2,375,111

10,068,417
2,176,314

55,166
361,005
508,242

2,290,379
1,076,174
3,541,504
3,473,760

10,000

合  計… 26,120,000

歳入

歳出

市税49.1%

市債 7.4%

譲与税・交付金など 10.0%

負担金・
使用料など
4.3%

議会費 0.7%
総務費
9.1%

民生費
38.5%

衛生費 8.3%労働費 0.2%農林水産業費 1.4%

商工費
1.9%

土木費
8.8%

消防費
4.1%

教育費
13.6%

公債費 13.3%
予備費0.0%

国・県支出金
22.1%

その他 7.1%

令和3年度　特別会計当初予算 （単位：千円）
特別会計名 予算額 前年度当初予算 増減 採決結果

土 地 取 得 123,924 387,842 −263,918 可決・全
国 民 健 康 保 険 5,337,710 5,767,094 −429,384 可決・別表
後 期 高 齢 者 医 療 672,296 661,138 11,158 可決・別表
介 護 保 険 4,005,361 3,728,146 277,215 可決・別表
墓 地 公 園 5,268 5,273 −5 可決・全
大 津 湖 南 都 市 計 画 事 業 栗 東
新 都 心 土 地 区 画 整 理 事 業 72,322 76,487 −4,165 可決・全

水 道 事 業 会 計 2,018,209 2,148,411 −130,202 可決・全
公 共 下 水 道 事 業 会 計 3,309,147 3,305,035 4,112 可決・全
農 業 集 落 排 水 事 業 34,763 46,574 −11,811 可決・全

合　　　　計 15,579,000 16,126,000 −547,000

令和２年度　一般会計補正予算
会　　計　　名 補　正　額 予　算　総　額 主 な 内 容 採決結果

一 般 会 計（ 第 ９ 号 ） 1億6, 055万2千円（増額） 339億3,343万5千円 衛 生 費 の 増 額 可決・全

２６１億２, ０００万円２６１億２, ０００万円２６１億２, ０００万円２６１億２, ０００万円
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令和３年度　一般会計補正予算

令和２年度 一般会計・特別会計補正予算

会　計　名 補　正　額 予　算　総　額 主　な　内　容 採決結果
一 般 会 計（ 第 １ 号 ） 4億5，255万3千円（増額） 265億7，255万3千円 衛生費の増額等 可決・全

会　計　名 補　正　額 予　算　総　額 主　な　内　容 採決結果
一 般 会 計（ 第 １ ０ 号 ） 5億2，366万9千円（減額） 334億0，976万6千円 民生費の減額等 可決・別表
一 般 会 計（ 第 １ １ 号 ） ２，226万3千円（増額） 334億3，202万9千円 衛生費の減額等 可決・全
国民健康保険特別会計（第４号） 152万4千円（減額） 57億9，283万9千円 保険給付費の減額 可決・全

後期高齢者医療特別会計（第２号） 385万8千円（増額） 6億6，589万4千円 後期高齢者医療広域
連合納付金の増額 可決・全

介護保険特別会計（第３号） 5，633万1千円（減額） 37億5，419万3千円 保険給付費の減額等 可決・全

水道事業会計（第３号） 2億2，079万4千円（減額） 18億7，879万1千円 営業費用の減額 可決・全

公共下水道事業会計（第３号） 3，588万3千円（減額） 32億5，422万4千円 営業費用の減額 可決・全
農業集落排水事業会計（第３号） 104万3千円（減額） 4，558万5千円 農林水産業費の減額 可決・全

人
　
事

人
権
擁
護
委
員
に
、

　

田
中　

康
子　

氏

　

田
所　

秀
孝　

氏

　

山
下　

祐
平　

氏

　

任
期
満
了
に
伴
い
、３
名

を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

意
見
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
適
任
・
全
）

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

新
副
市
長
に
、國
松
康
博
氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

同
意
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
同
意
・
全
）

条
　
例

新
た
な
条
例

市
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の

一
部
免
責
に
関
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、新
た
に
条
例
を
定

め
る
も
の
で
す
。

（
可
決
・
別
表
）

全
部
改
正

介
護
保
険
条
例

　

介
護
に
関
す
る
基
本
理
念

及
び
責
務
を
定
め
、市
町
村

特
別
給
付
の
新
設
、介
護
保

険
料
率
の
改
正
等
を
行
う
た

め
、所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

一
部
改
正

部
設
置
条
例

　

市
民
政
策
部
を
市
長
公
室

と
市
民
政
策
部
に
、環
境
経

済
部
を
生
活
環
境
部
と
産
業

経
済
部
に
改
め
る
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

国
民
健
康
保
険
税
率
の
改

定
を
行
う
た
め
、所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、設
備
及
び
運
営

の
基
準
等
に
関
す
る
条
例　

　

指
定
住
居
サ
ー
ビ
ス
等
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
等
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

道
路
占
用
条
例
及
び
道
路
法

に
基
づ
く
市
道
の
構
造
に
関

す
る
技
術
的
基
準
を
定
め
る

条
例

　

道
路
法
等
の
改
正
及
び
道

路
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

（
可
決
・
全
）

水
道
事
業
及
び
公
共
下
水
道

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例

　

公
共
下
水
道
事
業
の
事
業

認
可
変
更
に
伴
い
、所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

屋
外
体
育
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

　

屋
外
体
育
施
設
の
う
ち
大

宝
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
令
和
３

年
９
月
30
日
を
も
っ
て
廃
止

す
る
た
め
、所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
別
表
）

国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
一
定
額

以
上
の
収
入
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
者
は
、令
和
４
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
納
期
限

が
定
め
ら
れ
て
い
る
国
民
健

康
保
険
税
ま
で
延
長
し
て
減

免
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

介
護
保
険
条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
一
定
額

以
上
の
収
入
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
者
は
、令
和
４
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
納
期
限

が
定
め
ら
れ
て
い
る
介
護
保

険
料
ま
で
延
長
し
て
減
免
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

そ
の
他

市
道
３
路
線
廃
止
、
５
路
線

認
定

　

開
発
に
伴
う
道
路
延
伸
の

た
め
野
尻
区
内
10
号
線
を
、

ま
た
一
部
区
間
で
一
般
交
通

の
用
に
供
す
る
必
要
が
な
く

な
っ
た
た
め
花
園
区
内
下
ノ

小
塚
１
号
線　

他
１
路
線
を

一
旦
廃
止
し
再
度
認
定
。

　

開
発
に
伴
う
道
路
延
伸
の

た
め
山
入
区
内
大
平
田
６
号

線　

他
１
路
線
を
認
定
す
る

も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

請
願
書

大
津
湖
南
都
市
計
画
北
中

小
路
工
業
団
地
地
区
計
画

（
案
）
に
関
す
る
請
願
書

請
願
者　
竹
内　
薫　
氏

請
願
の
内
容

　

農
業
振
興
地
域
で
予
定
し

て
い
る
企
業
誘
致
の
中
止
を

請
願
す
る
も
の
で
す
。

（
不
採
択・別
表
）

＊
採
決
結
果
に「
別
表
」と
あ

る
議
案
の
採
決
結
果
に
つ
い

て
は
、４
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。「
全
」と
あ
る
議
案

は
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
の
で
表
へ
の
記
載
は
省

略
し
て
い
ま
す 

。
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▲防災士パンフレット

＊議長（田中英樹議員）は採決に加わらない
＊除斥…議会における審議の公正を保つために、議案と一定の利害関係を持つ議員は、当該議案の審議に参加することがで

きないとする制度です
＊会派名の正式名称は次のとおり　公明→公明栗東　ﾈｯﾄﾜｰｸ→栗東市民ネットワーク　共産党→日本共産党栗東市議団 

賛否が分かれた案件の採決結果一覧
多＝賛成多数　少＝賛成少数　○…賛成　●…反対　欠…欠席　除…除斥

新　　政　　会 公明 ネットワーク 共産党

  
　　　　　　　　　議員名

件　名 　　　　　　　 

採
決
結
果

藤
田　

啓
仁 

上
田　

忠
博 

片
岡　

勝
哉

武
村　
　

賞

三
木　

敏
嗣

中
野　

光
一

里
内　

英
幸

梶
原　

美
保

西
田　
　

聡 

野
々
村
照
美

川
嶋　
　

恵 

田
村　

隆
光

林　
　

好
男

中
村　

昌
司

上
石
田
昌
子

青
木　

千
尋 

伊
吹　
　

裕  

令 和 ３ 年 度 一 般 会 計 予 算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ●

令和３年度国民健康保険特別会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ●

令和３年度後期高齢者医療特別会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ●

令和３年度介護保険特別会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ●

令和２年度一般会計補正予算（第10号） 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ●

市 長 等 の 損 害 賠 償 責 任 の
一 部 免 責 に 関 す る 条 例 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ●

屋 外 体 育 施 設 の 設 置 及
び 管 理 に 関 す る 条 例 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ●

大津湖南都市計画北中小路工場団
地地区計画（案）に関する請願書 少 ● ● 除 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ○ ○

委
員
会
報
告

予算常任委員会
　

当
委
員
会
は
、付
託
さ
れ
た
19

議
案
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
の
内
、防
災
活

動
推
進
事
業
に
つ
い
て
、委
員
か

ら
、業
者
委
託
か
ら
防
災
士
中
心

に
変
更
し
た
地
区
防
災
計
画
の

策
定
方
法
と
予
算
は
、と
の
質
疑

に
対
し
、当
局
か
ら
、地
域
と
市

で
話
し
合
い
、地
域
ご
と
の
特
色

に
あ
わ
せ
た
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。ま

た
、防
災
士
が
中
心
と
な
り
研
修
等
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、防
災
士
組
織

の
活
動
補
助
金
と
し
て
費
用
を
み
て
い

る
、と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

森
林
病
害
虫
等
防
除
事
業
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
①
テ
ン
グ
ス
病
は
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
す
か
。②
本
来
は
、テ
ン

グ
ス
病
に
か
か
っ
た
枝
を
切
り
、殺
菌
、

焼
却
処
分
す
る
の
が
基
本
で
あ
る
。そ
こ

ま
で
指
導
し
て
ほ
し
い
、と
の
質
疑
に

対
し
、当
局
か
ら
❶
病
気
が
蔓
延
す
る
と
、

周
辺
の
さ
く
ら
等
の
間
で
う
つ
る
。そ
の

た
め
健
康
な
木
に
う
つ
ら
な
い
よ
う
早

期
に
病
気
の
木
に
措
置
を
す
る
。❷
今
後

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
、と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
派

遣
に
つ
い
て
、委
員
か
ら
①
そ
の
詳
細
は
。

②
支
援
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、と
の
質

疑
に
対
し
、当
局
か
ら
❶
手
話
通
訳
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
設
計
・
使
用
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
の
作
成
等
を
行
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
者

委
託
、校
務
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
変
更
委
託
の

３
点
で
あ
る
。❷
支
援
員
は
４
校
に
１
人
、

３
名
配
置
の
予
定
で
あ
る
、と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
19
議
案
に

つ
い
て
、そ
の
他
多
く
の
質
疑
の
後
、一

部
反
対
討
論
も
あ
り
ま
し
た
が
、採
決
の

結
果
、原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。 

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
等
を
慎
重
審
議
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総務常任委員会

環境建設常任委員会

文教福祉常任委員会

　

当
委
員
会
は
、

付
託
さ
れ
た
議

案
４
件
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し

た
。

　

部
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
、委
員
か

ら
、組
織
編
成
の
中
で
人

数
的
に
充
足
し
て
い
る

の
か
、と
の
質
疑
に
対
し
、

当
局
か
ら
、７
月
採
用
で

補
充
し
た
い
と
考
え
て

い
る
、と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

市
長
等
の
損
害
賠
償

責
任
の
一
部
免
責
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
、委
員
か
ら
、重
大

な
過
失
と
は
、と
の
質
疑

に
対
し
、当
局
か
ら
、行

政
内
部
や
議
会
等
か
ら

違
法
の
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
、容
易
に
違
法
性
を

認
識
で
き
た
に
も
関
わ

ら
ず
、こ
れ
を
怠
っ
て
市

に
損
害
を
生
じ
さ
せ
た

場
合
で
あ
る
、と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
、コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
改
正
だ
が
、今
後
の

見
込
み
は
、と
の
質
疑
に

対
し
、当
局
か
ら
、国
県

を
通
し
て
今
後
も
追
加

で
出
て
く
る
可
能
性
は

十
分
あ
る
、と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
、

そ
の
他
多
く
の
質
疑
、反

対
討
論
の
後
、採
決
の
結

果
、原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　

当
委
員
会
は
、

付
託
さ
れ
た
議

案
４
件
、請
願
書

１
件
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

　

道
路
占
用
料

条
例
及
び
道
路

法
に
基
づ
く
市

道
の
構
造
に
関
す
る
技

術
的
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
、占
用
料
改
正

に
伴
う
影
響
額
は
、と
の

質
疑
に
対
し
、当
局
か
ら
、

今
回
の
改
正
で
１
割
程

度
金
額
が
上
昇
し
て
い

る
。影
響
額
と
し
て
は
令

和
元
年
度
の
道
路
占
用

料
の
総
額
が
約
２
３
０

０
万
円
で
、そ
こ
か
ら
１

割
増
え
る
の
で
あ
れ
ば

230
万
円
と
な
る
が
、年
度

に
よ
り
占
用
物
件
が
変

わ
る
た
め
、必
ず
そ
れ
だ

け
増
え
る
も
の
で
は
な

い
、と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
、

そ
の
他
多
く
の
質
疑
の

後
、採
決
の
結
果
、原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、大
津
湖
南
都
市

計
画
北
中
小
路
工
業
団
地

地
区
計
画（
案
）に
関
す
る

請
願
書
に
つ
い
て
、請
願

者
の
趣
旨
説
明
、委
員
か

ら
の
質
疑
及
び
当
局
か
ら

の
参
考
意
見
の
後
、委
員

よ
り
、周
辺
住
民
へ
の
説

明
会
や
情
報
開
示
等
の
確

認
が
行
わ
れ
、賛
成
、反
対

の
両
討
論
の
後
、採
決
の

結
果
、賛
成
少
数
で
不
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　

当
委
員
会
は
、

付
託
さ
れ
た
議

案
４
件
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し

た
。

　

屋
外
体
育
施

設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、委
員
か
ら
①
現
在
の

利
用
者
に
対
し
て
学
校

開
放
で
対
応
で
き
な
い

か
。②
利
用
者
数
が
年
々

減
少
傾
向
で
あ
る
、そ
の

要
因
は
、と
の
質
疑
に
対

し
、当
局
か
ら
❶
各
中
学

校
に
ク
レ
ー
コ
ー
ト
が

あ
る
が
、葉
山
中
学
校
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
協
会
が
中
学

生
の
部
活
等
の
時
間
外

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。栗

東
西
中
学
校
は
、テ
ニ
ス

コ
ー
ト
が
２
面
あ
る
が
、

生
徒
数
も
多
く
部
活
動

等
の
利
用
の
み
で
あ
る

と
確
認
し
て
い
る
。❷
地

域
性
も
あ
り
、利
用
者
は

ど
の
施
設
を
使
う
か
概

ね
決
め
て
お
ら
れ
る
。大

宝
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利

用
者
は
、他
所
に
行
く
と

い
う
よ
り
使
用
者
が
減

少
状
況
に
あ
る
と
考
え

る
。ま
た
駐
車
場
が
車
２

台
分
程
度
で
あ
り
、利
便

性
か
ら
も
利
用
者
が
減

少
し
て
い
る
と
分
析
し

て
い
る
、と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
、

そ
の
他
多
く
の
質
疑
の

後
、採
決
の
結
果
、原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
等
に
つ
い
て
審
査

議
案
４
件
、
請
願
書
１
件
に

つ
い
て
審
査

議
案
４
件
を
審
査

▲市役所

▲大宝テニスコート

▲市内3箇所にある自転車通行帯
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代代  

表表  

質質  

問問

栗東市民ネットワーク

◆ 

各
会
派
が
、
市
長
の
施
政
方
針
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

 

質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。（
〇
は
代
表
者　
●
は
質
問
者
）

○は代表者　●は質問者
○中村　昌司　　田村　隆光　　林　好男　　●上石田　昌子

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
独
自

の
経
済
支
援
施
策
に
つ
い

て
問
う

問
　

滋
賀
県
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
資
金
利
子
補
給
や
小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
市
単
独
上

乗
せ
制
度
実
施
の
効
果
に
つ
い
て
伺

う
。答

　

滋
賀
県
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
資
金
利
子
補
給
金
の
申
請

状
況
か
ら
、
９
割
を
超
え
る
事
業
者

が
経
営
を
継
続
さ
れ
、
令
和
２
年
度

中
に
実
施
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

支
援
制
度
の
事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
も
、
そ
の
支
援
に
対
し
て
満
足

で
あ
る
旨
の
回
答
が
約
５
割
に
達
し

て
い
る
こ
と
か
ら
一
定
の
効
果
が
あ

っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
伴
い
、

新
卒
者
の
有
効
求
人
倍
率
が

大
幅
に
下
が
り
、
３
月
時
点
で
内
定

の
無
い
学
生
が
市
内
に
た
く
さ
ん
在

住
す
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
「
第
二
の

就
職
氷
河
期
」
の
到
来
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
日
本
が
向
か
う
で
あ
ろ
う
少

子
高
齢
化
社
会
に
大
き
な
歪
み
と
し

て
残
る
。
ま
た
離
職
や
解
雇
に
よ
り

就
職
困
難
者
と
な
っ
た
市
民
も
お
ら

れ
る
。
市
の
就
労
支
援
の
促
進
と
対

策
を
伺
う
。

答
　

第
四
次
栗
東
市
就
労
支
援

計
画
で
は
無
業
お
よ
び
非
正

規
雇
用
者
も
就
職
困
難
者
等
の
支
援

対
象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和

３
年
度
で
は
、
新
た
に
資
格
取
得
に

か
か
る
補
助
制
度
を
創
設
し
求
職
者

へ
の
支
援
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
新

卒
者
お
よ
び
氷
河
期
世
代
に
つ
い
て

も
、
現
状
把
握
調
査
等
を
実
施
し
、

安
定
就
労
の
促
進
を
図
る
施
策
を
検

討
す
る
。

保
育
施
設
の
在
り
方
に
つ

い
て
問
う

問
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
所
得
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
る
世
帯
が

増
え
、
子
育
て
世
代
の
女
性
の
復
職

希
望
が
増
加
す
る
こ
と
は
必
至
。
社

会
が
少
子
化
に
向
か
う
中
、
市
立
は

施
設
的
に
限
界
が
あ
り
民
間
活
力
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
か
と
思
う
が
、

今
後
の
施
設
の
在
り
方
は
。

答
　
保
育
料
の
無
償
化
や
、
共
働

き
世
帯
の
増
加
に
伴
い
、
低
年

齢
児
か
ら
の
保
育
ニ
ー
ズ
が
増
加
す
る

一
方
で
、
幼
稚
園
へ
の
入
園
希
望
は
減

少
傾
向
に
あ
る
。
今
後
も
、
民
間
活
力

の
活
用
を
図
り
な
が
ら
保
育
の
受
け
皿

整
備
を
進
め
る
。
公
立
園
に
つ
い
て
は
、

就
学
前
人
口
の
減
少
、
施
設
の
老
朽
化

等
を
見
据
え
、
幼
児
園
の
認
定
こ
ど
も

園
化
を
図
る
な
ど
、
施
設
機
能
の
見
直

し
を
進
め
る
。

浸
水
を
防
ぎ
、市
民
の
安

全
の
た
め
の
河
川
整
備
の

実
施
を
問
う

問
　

本
市
と
同
等
の
人
口
を
有

す
る
他
市
町
の
浸
水
対
策
達

成
率
の
全
国
平
均
は
48
％
。
本
市
は

５
％
と
は
る
か
に
遅
れ
て
い
る
が
、

内
水
氾
濫
を
最
低
限
に
抑
え
る
た
め

の
治
水
事
業
施
策
を
伺
う
。

答
　

滋
賀
県
に
対
し
、
市
内
１

級
河
川
の
着
実
な
整
備
推
進

を
図
る
よ
う
要
望
し
つ
つ
、
令
和
３

年
度
に
お
い
て
は
、
市
が
管
理
す
る

主
要
な
普
通
河
川
に
つ
い
て
の
河
川

堆
積
土
砂
管
理
計
画
を
策
定
し
、
新

た
に
創
設
し
た
緊
急
浚
渫
推
進
事
業

債
を
活
用
し
な
が
ら
、
緊
急
性
の
高

い
普
通
河
川
か
ら
年
次
的
に
浚
渫
を

進
め
る
。
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施
政
方
針
に
つい
て

問
　

市
長
は
冒
頭
の
「
は
じ
め

に
」
の
部
分
で
コ
ロ
ナ
対
策

の
難
し
さ
を
述
べ
て
い
る
。
政
府
が

提
唱
す
る
「
自
己
責
任
」
で
は
社
会

的
弱
者
を
支
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

市
民
の
生
活
、
経
済
を
守
る
た
め
の

対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
第
一
義
と
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
「
命

と
健
康
を
守
る
」
と
い
う
視
点
で
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

市
民
の
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

見
解
を
伺
う
。

答
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会

情
勢
を
見
据
え
、
市
民
生
活

や
地
域
経
済
を
守
る
対
策
を
講
じ
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
安
心
と
本
市

の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
。

経
済
の
安
心
を
生
み
出

す
に
つい
て

問
　

農
業
施
策
に
つ
い
て
、
現

在
農
業
従
事
者
は
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
が
常
態
化
し
、
年
々
耕

作
地
が
減
少
を
続
け
て
い
る
。
ぜ
ひ

と
も
後
継
者
育
成
事
業
や
市
内
農
地

の
ほ
場
整
備
な
ど
、
よ
り
営
農
が
し

や
す
い
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
見
解
を
求
め
る
。

答
　

営
農
環
境
整
備
や
農
業
従

事
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

農
業
振
興
基
本
計
画
策
定
委
員
会
の

意
見
も
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

教
育・子
育
て
に
安
心
を

育
む
に
つい
て

問
　

学
童
に
つ
い
て
、
指
導
員

の
雇
用
の
安
定
化
は
直
ち
に

改
善
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題
、

指
定
管
理
で
は
限
界
が
あ
る
。
今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
　

児
童
が
豊
か
な
放
課
後
を

過
ご
す
「
生
活
の
場
」
を
保

障
す
る
た
め
に
も
、
安
定
し
た
指
導

員
の
雇
用
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

今
後
の
指
定
管
理
者
の
選
定
に
あ
た

っ
て
は
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
く
。

問
　

子
育
て
に
関
す
る
福
祉
医

療
費
に
つ
い
て
、
小
学
校
３

年
生
ま
で
の
拡
充
に
つ
い
て
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
。
し
か
し
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
さ
ら
な
る
拡
充
を

す
べ
き
。
見
解
を
求
め
る
。

答
　

小
学
校
４
年
生
以
上
の
通

院
医
療
費
の
助
成
拡
充
に
つ

い
て
は
、
本
市
の
財
政
状
況
や
医
療

費
の
適
正
化
等
を
十
分
考
慮
し
、
近

隣
市
と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
今

後
慎
重
に
検
討
を
し
て
い
く
。

問
　

弁
当
日
に
つ
い
て
は
、
各

家
庭
で
衛
生
管
理
状
態
が
違

い
、
家
庭
の
事
情
に
よ
っ
て
は
持
参

で
き
な
い
児
童
も
い
る
こ
と
か
ら
こ

れ
を
中
止
し
、
全
日
給
食
を
実
施
す

る
こ
と
が
必
要
。
見
解
を
求
め
る
。

答
　

感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
い

い
機
会
の
ひ
と
つ
と
し
て
実

施
し
て
お
り
、
弁
当
日
と
両
立
し
た

給
食
提
供
を
実
施
し
て
い
く
。

教
育
方
針
に
つい
て

問
　

方
針
で
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
」
と
い
う
視
点
が
欠
け

て
い
る
。
社
会
的
に
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー

差
別
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

教
育
・
指
導
の
方
針
を
伺
う
。

答
　

人
権
啓
発
リ
ー
ダ
ー
講
座

に
お
い
て
性
の
多
様
性
に
つ

い
て
共
通
理
解
を
図
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
続
け
、
学

校
・
園
・
地
域
に
広
げ
る
。

日本共産党栗東市議団
○は代表者　●は質問者
○青木　千尋　　●伊吹　裕
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公　明　栗　東
○は代表者　●は質問者
○●野々村　照美　　　川嶋　恵

令
和
３
年
度
施
策
方
針

に
つい
て

問
　

令
和
３
年
度
に
お
け
る
企

業
誘
致
の
構
想
を
伺
う
。

答
　

第
六
次
栗
東
市
総
合
計
画

等
で
位
置
付
け
て
い
る
北
部

地
区
や
東
部
地
区
に
お
い
て
、
既
に

立
地
協
力
依
頼
を
受
け
て
い
る
医
療

機
器
や
栗
東
ニ
ュ
ー
テ
ク
ノ
パ
ー
ク

内
に
計
画
し
て
い
る
企
業
等
の
立
地

を
進
め
る
た
め
、
こ
の
度
成
案
化
し

た
企
業
立
地
推
進
計
画
の
推
進
方
策

に
よ
り
、
民
間
活
力
に
よ
る
工
業
団

地
整
備
を
促
進
し
て
い
く
。

問
　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発

行
事
業
に
対
す
る
経
済
効
果

を
伺
う
。

答
　

プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
で
一

冊
あ
た
り
額
面
500
円
の
12
枚

綴
り
６
千
円
を
５
千
円
で
販
売
し
、

総
発
行
冊
数
は
３
万
６
０
０
０
冊
の

予
定
。
発
行
総
額
の
２
億
１
６
０
０

万
円
を
直
接
経
済
効
果
額
と
し
て
見

込
ん
で
い
る
。

問
　

児
童
虐
待
を
学
校
で
把
握

し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

答
　

学
校
で
把
握
し
た
場
合
、

ま
た
、
地
域
や
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
よ
り
情
報
提
供
が
あ
っ
た
場
合

は
、
児
童
生
徒
の
様
子
を
確
認
し
家

庭
児
童
相
談
室
お
よ
び
中
央
子
ど
も

家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
通
告
を
行
い

連
携
し
対
応
し
て
い
る
。

問
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
住
民
接
種
体
制
を

伺
う
。

答
　

当
面
は
、
指
定
す
る
会
場

で
の
集
団
接
種
を
中
心
に
進

め
る
予
定
で
あ
り
、
土
曜
日
、
日
曜

日
に
多
く
の
接
種
が
で
き
る
体
制
を

検
討
す
る
。

問
　

新
た
に
政
府
が
打
ち
出
し

て
い
る
「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
記
録
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
の
考

え
は
。

答
　

本
市
シ
ス
テ
ム
と
「
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録
シ
ス

テ
ム
」
間
の
デ
ー
タ
提
供
お
よ
び
デ

ー
タ
受
取
り
に
関
し
て
、
シ
ス
テ
ム

の
改
修
・
作
業
が
必
要
と
な
り
、
一

定
の
条
件
が
整
え
ば
シ
ス
テ
ム
導
入

が
可
能
と
考
え
る
。

問
　

災
害
時
、
対
策
本
部
の
非

常
用
電
源
の
整
備
に
つ
い
て

伺
う
。

答
　

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
一
階

に
市
庁
舎
全
体
の
非
常
用
電

源
を
目
的
と
し
た
自
家
発
電
機
を
一

基
設
置
し
、
地
下
燃
料
タ
ン
ク
に
燃

料
を
備
蓄
す
る
こ
と
に
よ
り
72
時
間

の
連
続
運
転
を
可
能
と
し
て
い
る
。

問
　

計
画
さ
れ
て
い
る
大
型
事

業
の
財
源
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

企
業
立
地
の
推
進
に
よ
る

税
収
増
を
は
じ
め
、
国
県
等

の
補
助
金
等
の
活
用
、
ま
た
、
様
々

な
団
体
等
と
連
携
す
る
中
で
財
源
を

確
保
し
、
財
源
運
営
上
の
工
夫
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
事
業
の
実
現
の

可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

教
育
方
針
に
つい
て

問
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
教
育
現
場
の
状
況
を

伺
う
。

答
　

コ
ロ
ナ
禍
対
応
に
翻
弄
さ

れ
た
一
年
間
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
中
で
感
染
症
拡
大
防
止
に
向
け

た
様
々
な
取
組
を
実
施
し
ス
キ
ル
を

高
め
て
き
た
。
今
後
も
拡
大
防
止
策

を
確
実
に
実
施
し
つ
つ
、
「
学
校
教

育
を
持
続
し
、
子
ど
も
た
ち
に
様
々

な
経
験
を
す
る
機
会
を
与
え
る
」
こ

と
を
重
視
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▲危機管理センター
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新　政　会
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経
済
の
安
心
を
生
み
出

す
に
つい
て

問
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
税
収
へ
の

影
響
を
問
う
。

答
　

個
人
市
民
税
で
は
２
億
900

万
円
の
減
収
、
法
人
市
民
税

で
は
税
率
改
正
で
１
億
９
３
０
０
万

円
、
コ
ロ
ナ
禍
で
２
億
８
１
０
０
万

円
の
減
収
と
見
込
ん
で
い
る
。

問
　

企
業
立
地
に
お
け
る
産
業

集
積
の
方
向
性
を
問
う
。

答
　

広
域
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
か
し
、
東
部
地
区

で
の
新
産
業
拠
点
栗
東
ニ
ュ
ー
テ
ク

ノ
パ
ー
ク
に
加
え
、
産
業
立
地
の
適

性
が
高
い
北
部
地
区
で
新
た
な
産
業

集
積
を
促
進
す
る
。

教
育・子
育
て
の
安
心
を

育
む
に
つい
て

問
　

栗
東
子
育
て
教
育
Ｎ
ｅ
ｘ

ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
指
す

成
果
と
プ
ロ
セ
ス
を
問
う
。

答
　

「
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
、

自
立
し
、
共
生
で
き
る
子
ど

も
」
の
育
成
を
め
ざ
し
、
中
学
校
区
を

単
位
と
し
た
「
子
育
て
教
育
連
携
推
進

協
議
会
」
を
設
置
し
、
推
進
す
る
。

福
祉・健
康
の
安
心
を
築

く
に
つい
て

問
　

「
重
層
的
支
援
体
制
」
に

つ
い
て
問
う
。

答
　

令
和
３
年
度
は
移
行
準
備

事
業
と
し
て
、
相
談
支
援
体

制
を
構
築
し
、
生
活
困
窮
、
障
が
い

福
祉
、
高
齢
福
祉
、
児
童
福
祉
な
ど

の
各
部
門
の
相
談
支
援
が
横
断
的
に

連
携
で
き
る
相
談
支
援
体
制
の
確
立

に
向
け
て
取
り
組
む
。

暮
ら
し
の
安
心
を
支
え

る
に
つい
て

問
　

交
通
弱
者
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
問
う
。

答
　

路
面
標
示
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
は

随
時
整
備
を
し
て
お
り
、
特
に
横
断

歩
道
の
強
調
標
示
に
つ
い
て
は
、
各

小
学
校
か
ら
500
ｍ
の
範
囲
内
の
信
号

機
の
設
置
の
な
い
横
断
歩
道
を
対
象

と
し
、
整
備
を
行
う
。

問
　

火
葬
場
と
環
境
セ
ン
タ
ー

の
方
向
性
に
つ
い
て
問
う
。

答
　

火
葬
場
に
つ
い
て
は
候
補

地
を
栗
東
市
内
の
一
か
所
に

絞
り
込
み
、
周
辺
住
民
の
皆
様
に
丁

寧
な
説
明
を
行
い
、
理
解
を
求
め
て

い
く
。
環
境
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は

６
月
か
ら
９
月
ま
で
建
設
候
補
地
の

公
募
を
行
う
。
総
費
用
の
削
減
と
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
重
き
を
置
き
、
Ｄ

Ｂ
Ｏ
方
式
又
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
る

運
営
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

行
政
の
安
心
を
営
む
に

つい
て

問
　

市
制
施
行
20
周
年
事
業
に

つ
い
て
問
う
。

答
　

本
市
の
強
み
や
魅
力
を
共

有
し
、
ま
ち
の
活
力
の
創
出

に
つ
な
げ
た
い
。
馬
カ
ー
ド
作
成
を

は
じ
め
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
周

知
、
気
運
の
醸
成
を
図
り
、
ま
ち
を

身
近
に
、
魅
力
的
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

教
育
方
針
に
つい
て

問
　

時
代
や
環
境
の
変
化
に
合

わ
せ
た
生
涯
学
習
の
場
に
つ

い
て
問
う
。

答
　

「
100
歳
大
学
」
や
「
は
つ

ら
つ
教
養
大
学
」
な
ど
「
栗

東
は
つ
ら
つ
100
歳
条
例
」
に
も
関
連

す
る
事
業
は
健
康
や
社
会
参
加
、
地

域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
重
要

な
も
の
と
考
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
の
感
染
リ
ス
ク
か
ら
、
リ
モ
ー
ト

や
動
画
配
信
等
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

対
策
が
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

▲環境センター
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個 人 質 問

認知症の方と家族が
安心して暮らしていくために
伊吹　裕 議員

問
　

本
市
に
お
け
る
認
知
症

高
齢
者
の
現
状
、
認
知
症

対
策
に
つ
い
て
の
認
識
を
伺
う
。

答
　

２
０
２
５
年
（
令
和
7

年
）
に
は
後
期
高
齢
者
が

大
幅
に
増
加
し
、
本
市
の
将
来
推

計
人
口
と
認
知
症
有
病
率
か
ら
認

知
症
者
数
は
、
２
０
０
０
人
を
超

え
、
２
０
４
０
年
（
令
和
22
年
）

に
は
約
３
０
０
０
人
と
見
込
ま
れ

て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
認
知

症
対
策
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問
　

本
市
で
は
認
知
症
対
策

と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
取
り

組
み
が
さ
れ
て
い
る
。
実
績
と
成

果
、
今
後
の
課
題
は
ど
う
か
。

答
　

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
員
は
本
人
や
家
族

に
寄
り
添
い
、
専
門
性
を
生
か
し

て
丁
寧
に
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
共
生
」
の
観
点
か
ら
、

地
域
へ
の
啓
発
活
動
を
通
じ
て
理

解
を
深
め
、
認
知
症
の
人
が
安
心

し
て
通
い
続
け
ら
れ
る
「
通
い
の

場
」
も
拡
充
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

生
活
保
護
の
扶
養
照
会
の
運
用
に

つ
い
て

問
　

過
去
3
年
間
で
実
際
に

生
活
保
護
の
申
請
を
受
け

て
「
扶
養
照
会
」
を
実
施
し
た
件

数
を
問
う
。

答
　

過
去
３
年
間
で
申
請
を

受
け
て
扶
養
照
会
を
実
施

し
た
件
数
は
平
成
29
年
度
47
件
、

30
年
度
39
件
、
令
和
元
年
度
が
55

件
で
あ
る
。

問
　
そ
の
中
で
実
際
に
扶
養
に

つ
な
が
っ
た
件
数
を
問
う
。

答
　

経
済
的
支
援
に
関
す
る

件
数
は
平
成
29
年
３
件
、

30
年
は
０
件
、
令
和
元
年
度
は
２

件
あ
っ
た
。

問
　

扶
養
照
会
は
生
活
保
護

の
義
務
で
は
な
い
と
考
え

る
が
見
解
は
。

答
　

当
局
と
し
て
は
答
え
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

個
人
質
問

二次元バー
コードで質
問の録画映
像が見られ
ます↓

認知症施策推進総合戦略に沿った
本市の取り組みについて
西田　聡 議員

問
　

認
知
症
施
策
推
進
総
合

戦
略
（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
）
に
よ
る
と
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
（
令
和

７
年
）
に
は
認
知
症
の
人
が
約
700

万
人
（
約
５
人
に
１
人
）
に
の
ぼ

る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
新
オ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
本
市
の
総

合
的
な
施
策
推
進
に
つ
い
て
問
う
。

答
　

今
日
ま
で
日
常
生
活
圏

域
ご
と
に
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
を
配
置
し
、
認
知
症
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
と

正
し
い
理
解
の
啓
発
推
進
を
図
っ

て
き
た
。
今
後
も
、
認
知
症
に
な

っ
て
も
地
域
の
中
で
自
然
に
見
守

り
合
い
、
助
け
合
え
る
関
係
づ
く

り
や
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問
　

今
現
在
、
認
知
症
を
発

症
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
と

い
う
の
は
市
内
に
ど
れ
く
ら
い
お

ら
れ
る
の
か
。

答
　

令
和
３
年
１
月
１
日
現

在
、
認
知
症
高
齢
者
の
日

常
生
活
自
立
度
Ⅱ
ａ
以
上
の
方
は

１
３
６
９
人
で
あ
る
。

問
　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

認
定
を
受
け
て
い
る
市
民

は
ど
れ
く
ら
い
お
ら
れ
る
の
か
。

答
　

市
外
の
方
も
若
干
お
ら

れ
る
が
、
令
和
３
年
２
月

末
時
点
で
、
５
０
７
６
人
で
あ
る
。

問
　

地
域
や
職
域
で
の
サ
ポ

ー
タ
ー
の
活
動
実
践
は
。

答
　

薬
局
や
ス
ー
パ
ー
で
の

窓
口
対
応
を
学
ん
だ
り
、

日
々
の
業
務
で
の
対
応
に
活
か
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家

族
を
支
援
す
る
中
で
見
え

て
き
た
課
題
は
。

答
　

本
人
の
気
持
ち
や
家
族

の
戸
惑
い
に
つ
い
て
丁
寧

に
聞
き
取
り
、
本
人
と
家
族
や
地

域
へ
の
橋
渡
し
を
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
３
月
９
日
・
10
日
の
２
日
間
、
９
人
が
質
問
し
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
掲
載
を
省
略
し
て
い
る
質
問
も
含
め
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
て
本
会
議
の
様
子
を
視

聴
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲認知症あんしんガイドBOOK
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個 人 質 問

コロナ禍での産後ケア、子育て支援、
母子手帳アプリ導入について
川嶋　恵 議員

問
　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
出
産

後
の
母
子
が
、
地
域
と
つ

な
が
り
が
も
ち
に
く
く
孤
立
化
し

や
す
い
状
況
で
も
あ
り
、
環
境
変

化
に
よ
り
育
児
不
安
や
ス
ト
レ
ス

増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、「
新

し
い
生
活
様
式
」
で
の
産
後
ケ
ア

の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
」
に
つ
い
て
は
、

感
染
防
止
策
を
講
じ
た
上
で
実
施

し
て
い
る
。
感
染
症
の
影
響
で
不

安
が
増
す
中
、
き
め
細
や
か
な
支

援
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

乳
幼
児
健
康
相
談
に
つ
い
て
は
、

定
例
開
催
の
よ
う
に
「
好
き
な
時

に
予
約
な
し
で
こ
ら
れ
る
」
状
況

で
は
な
い
が
、
電
話
で
相
談
を
受

付
け
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
な
ご

や
か
セ
ン
タ
ー
で
個
別
相
談
や
、

家
庭
訪
問
等
で
対
応
し
て
い
る
。

出
産
後
の
母
子
に
お
い
て
も
感
染

防
止
対
策
の
実
践
や
意
識
が
定
着

し
、
流
行
当
初
よ
り
安
心
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
。

問
　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
密
に
な

る
事
業
実
施
や
、
対
面
で

の
接
触
が
困
難
に
な
り
、
悪
化
す

る
子
育
て
環
境
で
の
、
新
し
い
子

育
て
支
援
の
方
法
と
し
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
相
談
や
、
母
子
の
健
康
記

録
、
予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を

支
援
す
る
電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ

な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
子

育
て
支
援
が
全
国
的
に
広
が
っ
て

い
る
。
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
少
子

化
社
会
対
策
大
綱
」
の
中
で
、「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
子
育
て
支
援
サ

ー
ビ
ス
の
普
及
促
進
」
が
提
示
さ

れ
て
い
る
が
、
本
市
に
お
け
る
電

子
母
子
手
帳
ア
プ
リ
導
入
に
つ
い

て
の
見
解
を
伺
う
。

答
　

す
で
に
導
入
さ
れ
て
い

る
自
治
体
の
情
報
収
集
を

行
う
な
ど
、
今
後
も
市
民
に
わ
か

り
や
す
い
情
報
提
供
を
検
討
し
て

い
く
。

医療的ケア児童生徒の通学に係る
保護者支援事業の充実を
青木　千尋 議員

問
　

事
業
の
内
容
を
問
う
。

答
　

通
学
途
上
に
医
療
的
ケ

ア
を
必
要
と
す
る
県
立
特

別
支
援
学
校
に
通
学
す
る
ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
乗
車
で
き
な
い
児
童
生

徒
で
、
保
護
者
に
代
わ
り
看
護
師

が
同
乗
し
て
登
下
校
の
送
迎
を
行

い
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

事
業
で
1
人
、
年
間
10
回
を
上
限

に
送
迎
を
県
が
実
施
し
て
い
る
も

の
。問

　

保
護
者
の
感
想
、
希
望

な
ど
を
問
う
。

答
　

負
担
軽
減
に
な
っ
て
い

る
が
回
数
を
増
や
し
て
ほ

し
い
、
普
段
支
援
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
看
護
師
さ
ん
に
同
乗
し
て

ほ
し
い
、
な
ど
を
聞
い
て
い
る
。

問
　

保
護
者
の
体
調
不
良
で

送
迎
が
で
き
な
い
と
き
児

童
生
徒
は
学
校
を
休
ん
で
い
る
。

大
変
重
大
な
状
態
だ
と
思
う
が
こ

の
状
況
を
掴
ん
で
い
る
か
。

答
　

現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
よ

う
な
事
情
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

問
⑴
送
迎
回
数
を
増
や
す
。

⑵
保
護
者
の
急
な
体
調
不

良
時
に
児
童
生
徒
の
通
学
の
確
保
。

⑶
医
療
的
ケ
ア
児
童
生
徒
用
の
バ

ス
の
整
備
。
以
上
の
県
へ
の
要
望

が
必
要
と
考
え
る
が
市
の
考
え
を

問
う
。

答
　

県
に
充
実
を
求
め
る
に

は
課
題
整
理
が
必
要
。
通

学
確
保
は
市
町
間
で
揃
え
る
必
要

が
あ
り
、
市
単
独
で
の
実
施
は
難

し
く
、
湖
南
４
市
（
草
津
市
・
栗

東
市
・
守
山
市
・
野
洲
市
）
で
進

め
て
き
た
経
過
も
あ
り
、
課
題
等

を
広
域
で
持
ち
よ
り
「
家
庭
の
経

済
状
況
や
障
が
い
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
誰
も
が
安
心
し
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
」
各
市
町
と
連

携
し
、
県
に
対
し
て
充
実
を
求
め

て
行
く
。

▲なごやかセンター
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個 人 質 問
未来を見据えた農業振興について
（農業振興基本計画策定に向けて）
里内　英幸 議員

問
　

市
の
農
地
面
積
に
つ
い

て
、
10
年
前
と
現
在
の
数

値
を
問
う
。

答
　

平
成
23
年
度
市
内
水
稲

460
．９
ha
、野
菜
39
．６
ha
。

令
和
２
年
度
水
稲
360
．９
ha
、
野

菜
14
．２
ha
と
な
っ
て
い
る
。

問
　

一
見
、
農
業
基
盤
が
縮

小
・
減
退
と
み
ら
れ
る
状

況
で
、
強
み
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
農
業
振
興
の

目
指
す
将
来
像
を
、
産
業
振
興
・

地
域
づ
く
り
・
環
境
配
慮
の
視
点

で
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
を

問
う
。

答
　

市
の
人
口
が
微
増
傾
向

に
あ
り
、
消
費
者
の
拡
大

を
見
込
め
る
点
で
、
大
き
な
強
み

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

産
業
振
興
と
し
て
は
、
市
内
３
カ

所
の
道
の
駅
等
農
産
物
直
売
施
設

や
、
都
市
近
郊
で
あ
る
本
市
の
特

性
を
生
か
し
収
益
性
を
高
め
る
た

め
、
挑
戦
を
続
け
る
事
業
者
を
支

援
す
る
施
策
に
取
り
組
む
。
地
域

づ
く
り
と
し
て
は
、
地
理
的
特
性

の
強
み
を
生
か
し
、
広
く
意
見
を

い
た
だ
い
て
施
策
の
検
討
を
行
う
。

環
境
配
慮
に
つ
い
て
は
、
安
全
安

心
な
農
産
物
の
生
産
お
よ
び
供
給

体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

問
　

挑
戦
を
続
け
る
農
業
者

支
援
に
つ
い
て
、
そ
の
具

体
策
を
問
う
。

答
　

本
年
度
立
ち
上
げ
た

「
栗
東
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業

塾
」
は
、
新
た
な
栽
培
技
術
や
流

通
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
享
受
で
き
る
絶

好
の
機
会
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

本
市
特
有
制
度
の
園
芸
施
設
整
備

事
業
の
拡
充
は
、
高
収
益
農
作
物

の
生
産
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
る
。
さ
ら
に
直
売
所
の
Ｐ
Ｏ

Ｓ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
販
売

状
況
の
確
認
や
、
販
売
デ
ー
タ
の

活
用
に
よ
り
、
農
業
者
の
生
産
意

欲
の
向
上
を
見
込
ん
で
い
る
。

住民監査請求結果の対応について
片岡　勝哉 議員

問
　

平
成
29
年
４
月
１
日
か

ら
９
月
14
日
の
間
、
40
代

の
係
長
級
の
職
員
は
、
定
期
人
事

異
動
の
事
務
引
継
ぎ
を
機
会
に
現

担
当
者
に
２
次
使
用
さ
れ
る
こ
と

が
受
け
入
れ
難
く
、
保
存
お
よ
び

作
成
中
の
公
文
書
で
あ
る
電
子
デ

ー
タ
（
約
５
万
７
０
０
０
件
）
を

故
意
に
消
去
し
、
本
市
に
対
し
損

害
を
与
え
た
。

　

被
害
者
で
あ
る
市
は
、
職
員
に

対
し
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
債
権

を
取
得
し
た
こ
と
に
な
る
。
相
当

因
果
関
係
に
あ
る
範
囲
、
デ
ー
タ

の
復
元
に
要
し
た
経
費
相
当
額

（
約
17
万
円
）
を
損
害
賠
償
と
し

て
職
員
に
対
し
請
求
す
る
こ
と
を

市
長
に
求
め
た
住
民
監
査
請
求
の

結
果
で
は
、
不
法
行
為
の
成
立
を

認
め
約
13
万
円
を
損
害
と
認
定
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
の
市
の
対
応
は
。

答
　

監
査
結
果
を
受
け
て
当

該
職
員
か
ら
「
住
民
監
査

請
求
の
あ
っ
た
額
に
つ
い
て
納
付

し
た
い
。」
と
の
申
し
出
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
請
求
し
、
即
日
納
付

さ
れ
た
。

問
　

損
害
賠
償
請
求
権
は
い

つ
か
ら
存
在
し
て
い
た
と

認
識
し
て
い
る
の
か
。

答
　

現
在
も
無
い
と
考
え
て

い
る
。

問
　

で
は
、
何
を
根
拠
に
納

付
書
を
作
成
し
、
請
求
し

た
の
か
。

答
　

申
し
出
が
あ
っ
た
た
め

請
求
し
た
。

問
　

当
該
職
員
は
職
務
専
念

義
務
違
反
で
軽
い
戒
告
処

分
と
な
っ
た
が
、
当
時
と
は
前
提

条
件
が
大
き
く
違
っ
て
い
る
。「
栗

東
市
職
員
の
懲
戒
処
分
に
関
す
る

指
針
」
の
不
正
ア
ク
セ
ス
に
該
当

す
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
度
、

総
合
的
に
判
断
し
処
分
す
べ
き
と

考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

答
　

懲
戒
処
分
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
当
時
の
懲
戒

権
者
は
栗
東
市
長
で
は
な
い
こ
と

か
ら
、
答
え
る
立
場
に
な
い
も
の

と
考
え
る
。

▲栗東チャレンジ農業塾
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ヤングケアラー問題への対応について

中村　昌司 議員

問
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題

に
つ
い
て
、
本
市
の
認
識

を
伺
う
。

答
　

年
齢
や
成
長
の
度
合
い

に
見
合
わ
な
い
中
で
、
本

来
、
大
人
が
担
う
よ
う
な
保
護
者

や
祖
父
母
へ
の
介
護
、
ま
た
弟
や

妹
の
世
話
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
ら
の
成
長
や
教
育
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　

本
市
で
は
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
実
態
を
把
握
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
実
態
事
例
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
　

教
育
機
関
や
他
の
福
祉

部
署
と
の
連
携
の
も
と
に
、

家
庭
児
童
相
談
室
に
お
い
て
把
握

し
て
い
る
。「
ひ
と
り
親
家
庭
」で
、

保
護
者
の
体
調
が
優
れ
ず
、
ま
た

そ
の
状
態
が
長
期
に
わ
た
っ
て
い

る
関
係
か
ら
、
子
ど
も
が
そ
の
保

護
者
ま
た
は
兄
弟
の
面
倒
を
み
て

い
る
状
況
等
に
つ
い
て
、
把
握
し

て
い
る
。

問
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題

は
、
昨
年
あ
た
り
か
ら
支

援
体
制
の
在
り
方
が
全
国
的
に
も

話
題
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
国

や
各
自
治
体
に
お
い
て
施
策
化
の

動
き
が
広
が
る
と
考
え
る
が
、
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
も
含
め

本
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
　

こ
の
問
題
で
の
特
に
大

き
な
課
題
は
子
ど
も
自
身

が
「
本
来
守
ら
れ
る
べ
き
自
ら
の

権
利
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
」
と
い

う
状
況
に
気
づ
い
て
い
な
い
、
ま

た
、
不
安
や
不
満
を
抱
え
て
い
て

も
言
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
等
、

表
面
化
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
周

囲
の
大
人
が
早
く
気
づ
き
、「
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
の
存
在
が
家
庭

の
中
に
埋
も
れ
た
状
態
と
な
ら
な

い
よ
う
、
各
部
局
の
連
携
を
は
じ

め
、
民
生
委
員
児
童
委
員
等
と
地

域
の
連
携
も
図
り
な
が
ら
、
早
期

発
見
・
早
期
対
応
に
努
め
た
い
。

公文書管理条例の制定で信頼される行政を
田村　隆光 議員

問
　

公
文
書
と
公
文
書
管
理

に
関
す
る
本
市
の
認
識
を

問
う
。

答
　

公
文
書
管
理
法
で
は
、

「
公
文
書
等
が
、
健
全
な

民
主
主
義
の
根
幹
を
支
え
る
国
民

共
有
の
知
的
資
源
と
し
て
、
主
権

者
で
あ
る
国
民
が
主
体
的
に
利
用

し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
行
政

文
書
や
歴
史
的
文
書
等
の
適
正
管

理
、
適
切
な
保
存
及
び
利
用
を
図

り
、
こ
れ
ら
を
後
世
に
伝
え
る
こ

と
は
、
市
の
重
要
な
責
務
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問
　

公
文
書
管
理
の
一
連
の

流
れ
は
。

答
　

文
書
取
扱
規
程
に
基
づ

き
、
１
年
か
ら
10
年
及
び

永
年
の
区
分
に
よ
り
保
存
年
限
を

定
め
、
主
管
課
の
事
務
所
に
お
い

て
保
管
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
保

管
期
間
が
経
過
し
た
文
書
の
う
ち
、

保
存
を
要
す
る
も
の
は
、
庁
舎
地

下
書
庫
で
保
存
管
理
し
、
保
存
年

限
が
経
過
し
た
文
書
は
、
所
管
課

長
の
確
認
の
も
と
に
廃
棄
処
分
を

実
施
し
て
い
る
。

問
　

公
文
書
の
管
理
の
統
一

性
を
保
つ
た
め
に
、
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
は
あ
る
の
か
。
ま

た
、
適
宜
研
修
等
は
実
施
し
て
い

る
の
か
。

答
　

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
な

く
、
研
修
等
も
実
施
し
て

い
な
い
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

は
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　

公
文
書
管
理
は
、
規
程

を
し
っ
か
り
と
遵
守
し
た

体
制
と
な
っ
て
い
る
か
。

答
　

書
類
等
の
一
括
管
理
に

つ
い
て
は
、
不
十
分
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　

文
書
取
扱
規
程
で
は
な

く
、
条
例
と
し
て
制
定
し
、

管
理
し
て
い
く
こ
と
が
適
正
と
考

え
ら
れ
る
が
、
見
解
は
。

答
　

先
進
事
例
の
事
例
等
を

十
分
判
断
し
、
条
例
制
定

も
含
め
適
切
な
公
文
書
管
理
体
制

の
整
備
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て

い
く
。

個 人 質 問

捨
て
る
べ
き
？

残
す
べ
き
？

りっとう議会だより13 2021 年  5 月１日



にお越しください傍聴
　本会議・委員会審査は、どなたでも自由に傍聴いただけます。
　開会時間は、いずれも9時30分を予定しています。
　日程については、現段階での予定であるため、変更になる場合が
ありますのでご了承ください。
　また、手話通訳者の配置をご希望の方は事前に議会事務局へ連
絡をお願いします。
●問い合わせ　議会事務局（市役所4階）
　TEL:551-0137  FAX:551-0146      :gikai@city.ritto.lg.jp

　吹き抜ける風が心地よく感じる季節になりま
した。
　新型コロナウイルスとの共存を余儀なくされ
ている中、希望の光であるワクチン接種が段
階的にはじまりました。
　厳しい寒さの冬を乗り越え、必ず暖かな春
の季節が到来するように、すっかり変わってし
まった社会の日常が、平穏な毎日に戻るように
終息を願うばかりです。
　３月定例会では、令和３年度予算について、
充分に審議し成立いたしました。
　議会の内容を、市民の皆様にわかりやすく
お伝えし、手に取っていただける議会だよりを
心がけてまいります。どうかよろしくお願いいた
します。

編 集 後 記

議会広報編集特別委員会

（委 員 長）上石田昌子　（副 委 員 長 ）梶原　美保
（委　　員）林　　好男   中野　光一   青木　千尋
　　　　　川嶋　　恵 

5月臨時会の予定
5月  31日 本会議（議長選挙等）

6月定例会の予定
6月  10日 本会議（議案上程等）

17～21日 本会議（個人質問）

22～24日 予算·総務·環境建設·
文教福祉常任委員会

29日 本会議
（委員長報告·採決）

（土日祝は除く）

　これまでの議会の
様子は、ＹｏｕＴｕｂｅの
動画でご覧いただけ
ます。 
　栗東市議会のホー
ムページにリンクがあ
りますので、ご参照く
ださい。 

二次元バーコードで録
画映像が見られます↓

個 人 質 問

ＳＤＧｓを推進していくために
林　好男 議員

問
　

内
閣
府
は
、
地
方
創
生

関
連
で
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の

達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

を
示
さ
れ
た
。
本
市
は
「
第
六
次

栗
東
市
総
合
計
画
」
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

基
本
事
業
に
対
応
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
目
標
を
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み

を
推
進
し
、
市
は
ゴ
ー
ル
の
２
０

３
０
年
の
あ
る
べ
き
姿
を
ど
の
よ

う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
「
第
六
次
栗
東
市
総
合

計
画
」
に
掲
げ
る
５
つ
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
を
実
現

す
る
こ
と
に
よ
り
、
２
０
３
０
年

に
は
、
目
指
す
べ
き
将
来
都
市
像

で
あ
る
「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け

た
く
な
る
安
心
な
元
気
都
市
栗

東
」
を
具
現
化
し
て
い
く
。

問
　

内
閣
府
は
全
国
各
自
治

体
に
向
け
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
・
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ

ル
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
モ
デ
ル
事
業
に
本
市
か
ら
の
エ

ン
ト
リ
ー
は
な
さ
れ
て
い
た
の
か
。

答
　

本
市
に
お
い
て
エ
ン
ト

リ
ー
は
し
て
い
な
い
。

問
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
を
本

市
に
置
き
換
え
る
と
全
国

ど
こ
の
自
治
体
に
も
な
い
、
も
っ

て
こ
い
の
テ
ー
マ
が
あ
る
。
市
長

が
よ
く
言
わ
れ
る
「
果
敢
に
挑

戦
」
の
言
葉
に
ふ
さ
わ
し
い
取
り

組
み
を
し
て
頂
き
た
い
。

答
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
し
た

手
法
で
エ
ン
ト
リ
ー
を
し

て
、
一
番
い
い
方
法
に
繋
が
っ
て

い
け
る
よ
う
努
力
し
、
費
用
対
効

果
を
比
べ
な
が
ら
十
分
検
討
の
中

に
入
れ
て
い
き
た
い
。

問
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
む

べ
き
課
題
を
教
育
方
針
で

触
れ
ら
れ
な
い
か
。

答
　

質
の
高
い
教
育
の
提
供

を
示
す
た
め
、
次
年
度
以

降
記
述
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
S
D
G
s
と
は「
こ
の
先
の
世
界
が
今
以
上
に

よ
く
な
る
た
め
に
、2
0
3
0
年
ま
で
に
世
界

の
人
全
員
で
協
力
し
て
解
決
し
た
い
17
の
グ

ロ
ー
バ
ル
目
標
」の
こ
と
で
す
。
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